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研究成果の概要（和文）：現在までに出版されているラビンドラナート・タゴールの膨大な英語著作（詩、小説、戯曲
、エッセイ、講演、小曲）を網羅的に収集・分析し、南アジア英語文学史におけるタゴール文学の占めるべき位置づけ
を明らかにした。今回の研究により、南アジア英語文学の体系的把握に向けた第一歩を踏み出すことができた。さらに
、日本におけるタゴール文学の受容と研究動向について検討し、タゴール研究についての意義と課題を捉えなおした。

研究成果の概要（英文）：I COULD COLLECT AND ANALYSE ALL THE WRITING IN ENGLISH WRITTEN BY RABINDRANATH 
TAGORE (POEM, NOVELS, DRAMAS, ESSAYS, LECTURES, AND SONGS). CONSEQUENTLY I COULD GRASP THE FULL EXTENT OF 
TAGORE LITERATURE IN ENGLISH. THE PURPOSE OF MY RESEARCH IS TO MAP THE SIGNIFICANCE OF TAGORE LITERATURE 
IN A HISTORY OF SOUTH ASIAN ENGLISH LITERATURE IN ORDER TO SYSTEMATIZE SOUTH ASIAN LITERATURE STUDIES, 
AND I COULD TAKE A IMPORTANT STEP TOWARD IT. I ALSO ABALYSED HOW TAGORE LITERATUFE HAS BEEN STUDIED IN 
JAPNA, ANDCLARIFIED THE IMPORTANCE AND ISSUES OF TAGORE LITERATURE STUDIES.

研究分野：人文学

キーワード： 英語　文学　南アジア

  ６版
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１． 研究開始当初の背景 

（１）申請者はインドのデリー大学大学院客
員教授としてインドに滞在し始めた 2000 年
12 月から継続してインドおよび南アジア英
語文学に関わる研究を進めてきた。2011 年の
タゴール生誕１５０周年記念学会事業主催
者および、インド内外のタゴール研究者と連
携をとりつつ、共同研究を遂行してきた。 

 
（２）2010 年デリー大学教授で、タゴール文
学研究論文集の編集者でもあるマラシュ
リ・ラル氏とタゴールのジェンダー観につい
ての共同研究をおこなった。氏の協力を得て、
タゴールの未公刊文献を含む資料収集を行
った。 
（３）タゴール研究者が設立にかかわった
ヴィシュバ・バーラティ日本学院（現在は
日本語学科）を視察し、タゴールの設立理
念がどう生かされているかについて学科所
属の教授陣に聞き取りを行った。また、歴
代の教授が寄贈した貴重なタゴール関連の
研究資料を収集した。国際タゴール大学の
研究者と研究の打ち合わせ、意見交換をし、
研究協力について依頼し、快諾をえた。 
 

２．研究の目的 

本研究は、近年の研究遂行の途上で生まれ
た以上のような問題意識にもとづき、イン
ド本国においてすら評価の分裂しているタ
ゴールの英語文学を取り上げ、その全体像
の解明と世界文学史上への位置づけを試み
ようとするものである。南アジア英語文学
の重要なテーマの一つである「分離独立文
学」に焦点を合わせて研究を遂行することに
より、南アジア英語文学の体系的把握とその
文学史上の位置づけに向けての第一歩を踏
み出すことを目的にしている。 

（１）かかる視座からの考究によって、宗

主国—旧植民地・英語文学—現地語文学とい

う二元論的な視座から把握されがちな既存

のポストコロニアル文学研究に対し、方法

的な面でも根本的な再考を迫る。 

（２）タゴール文学の革新性をジェンダー
の視点から解明し、欧米のジェンダー研究
の欠落部分を補い、あるいは再考する。こ
れにより、方法的な面からもこの分野の研究
の深化を図ることを目ざしている。 
 
３．研究の方法 

 

（１）現在までに出版されているタゴールの
英語著作（詩、小説、戯曲、エッセイ、小曲
など）を網羅的に収集し分析を加えることに
よってタゴール英語文学の全体像を把握す
る。 

（２）タゴールに関する最新の研究書を集 

め、研究史の整理を行なう。 

（３）国際タゴール大学に一定期間滞在し、
未出版資料を収集し、研究者と論集出版に向
け打ち合わせを行う。 

（４）タゴール国際学会に網羅的に参加し、
研究者たちと意見交換する。 

 
４．研究成果 
 

（１）基礎資料の収集については次のような
成果をあげることができた。従来の内外にお
ける研究では以下のような網羅的資料収集
はなされてこなかったことである。 

 

①現在までに出版されているタゴール英語
文学の全ての資料を網羅的に収集すること
ができた。英語文学テクストのほか、地方語
のテクストの中で英語に翻訳されたテクス
トについても収集できた。 

②タゴール国際大学、および、インド文化省
図書館、タゴール・ハウスのみで閲覧できる
資料について、コピーを作成することができ
た。 

③スコットランド・タゴール協会主催の国際
タゴール学会および、国際タゴール大学主催
の学会（招聘）においてタゴールについての
貴重な資料を収集することができた。 

④関連資料である、日本および世界のタゴー
ル受容についての代表的研究書を網羅的に
収集できた。 

（２）この課題に関する内外の代表的研究者
たちと意見交換し、インド、日本、イギリス、
チェコ、アメリカなどのタゴール研究の現状
と問題点を確認した。タゴール研究がインド
においてすら系統的になされていないこと、
これらの国においても誤解がみられること
などを確認した。 

（３）この課題に関する代表的研究者たちと
共同研究を行なった。2４年度においては、
ラビンドラナート・タゴール生誕 150周年を
記念する国際学会へ招聘された折（エディン
バラ）に、内外の代表的たちと意見交換する
ことができ、ベンガル語の著作の英訳化が完
成しておらず、インド本国においてもタゴー
ルの全体的理解が進んでいないこと、ジェン
ダー視点からの研究が乏しいこと、インドに
おいても、エッセイ「人間の宗教」など、十
分考察されていないテクストが多いことな
ど、研究の現状について確認することができ
た。 

（４）上記の資料の読解・分析および共同研
究の結果、タゴール文学の全体像を把握し、
問題点を整理することができ、南アジア英語
文学の体系的把握に向けた研究の第一歩を
踏み出すことができた。 

①ラビンドラナート・タゴールはアジア人と
して最初にノーベル賞を受賞した作家であ
るにもかかわらず、インドにおける英語著作
に対する根強い抵抗感から、いまだにすべて
が英訳されていない作品があること、また活
字化されていない作品も多いことを確認し



た。 

②タゴール英語文学の総体を把握した上で、
それがインド、パキスタン、バングラデシュ
英語文学全体の中においてきわめて重要な
位置を占めることを確認した。また、研究史
の整理を行った結果、神格化されているイン
ド本国（特にベンガル）においても、総体的・
体系的究はきわめて乏しい状況であること
を確認し、その特質と課題を整理した。 

③個別テクスト分析の結果以下のようなタ
ゴール文学の革新性、独自性が明らかになっ
た。19 世紀末および 20 世紀初頭において、
タゴールは他の世界文学において探求され
ることのなかった女性のセクシュアリティ
を真正面から取り上げ、新たな女性モデルを
提示しているという点で、タゴール文学はジ
ェンダー視点から革新的である。また、タゴ
ールの宗教観、芸術観は同時代を生きた岡倉
天心や宮沢賢治との比較において、一層その
独自性が際立つと同時に、「大きな物語」を
脱構築した後の時代においてなお、その可能
性を問いかける文学という点で、重要である。 
（５）以上の研究成果を毎年ハワイの人文 

学国際学会で発表し、内外に発信することが
できた。南アジア英語文学研究者としての視
点からタゴール文学を分析することを求め
られ、23年度において、インド文化省、ベン
ガル・アジア協会、スコットランド・タゴー
ルセンター主催の国際タゴール学会に招聘
を受け、研究成果を発表することができた。
それを契機にさらなる共同研究の申し出が
あり、さらに、国際タゴール大学の歴史学科、
およびジェンダー研究センター編集のタゴ
ール論文集への寄稿依頼を受け、2015年に
出版予定である。また、日印関係国際学会に
招聘され、研究成果を発表することができた。 
南アジア英語文学の体系的把握へ向けた第
一歩としての、インド英語文学研究書を仕上
げ、5月に出版予定である。 
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